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第第１１章章

カカリリキキュュララムムのの開開発発のの背背景景



注意障害は、職業的場面では「集中力が続かない」、「ケアレスミスが多い」、「指

示が抜ける」などの形で現れます。令和２年度～３年度に実施した地域センターへのヒ

アリングや外部機関へのアンケートの中では、「記憶障害に対する学習カリキュラムの

ように『注意』など他の認知機能についての解説、グループワーク、作業を通して体験

や確認をして、自分の認知機能面の特性がアセスメントできる技法があるとよい」、「注

意力に障害のある方（抜けや見落としがなくならない、会話内容の一貫性がないなど）

の対処法についての技法開発を希望する」、「注意障害への対応（物の管理方法など）

について学びたい」など注意障害に対する支援ニーズが複数寄せられました。

職業センターでは、国内外の注意障害に対するリハビリテーションについて調査を行

い、イギリスの 以下、「 」という。 で実施している

プログラムと、医療リハビリテーションの現場で幅広く活用されている注意過程訓練

（ ，以下「 」という。）が注意機能の改善に有効であ

ることを確認し、それらを参考にした注意障害に対する学習カリキュラムを試行的に実

施することにしました。 におけるプログラムと の概要については第１章の３で

説明します。

２２ 用用語語のの説説明明

（（１１））高高次次脳脳機機能能障障害害

「高次脳機能障害」は、病気や怪我で脳に損傷を受けたことにより生じる認知機能の障

害に関する言葉ですが、用いられる文脈により主として「注意障害」、「記憶障害」、「遂行

機能障害」、「社会的行動障害」をさす場合と、「失語症」、「失行症」、「失認症」などを含め

広くとらえる場合があります。

職業センターで実施するプログラムでは、「高次脳機能障害」を後者の意味としてとらえ

ており、本マニュアルにおいても同様の意味で使用します。

（（２２））注注意意障障害害

注意機能には複数の種類があり、それらを大きく分けると「注意は、全般性注意と方

向性注意とに分けられる。」 ⁾ ⁾とされています。後者の方向性注意は、左右の視空間

や身体的な空間に関する注意です。方向性注意が障害されると、視界の半分の空間を認

知できないなどにより視覚情報の処理が困難となります。半側空間無視の症状はその代

表例です。

本カリキュラムでは、主に全般性注意が障害される全般性注意障害を取り上げていま

す。全般性注意障害については、障害された注意の機能の違いによってさらに分類され

ますが、様々な分類方法や定義が研究されています。

例えば武田・三村・渡邉（ ） ⁾は、「注意には、少なくても３つのコンポ－ネン

トがあると考えられている。すなわち『覚度・アラートネスないしは注意の維持機能』

『注意の選択機能』『注意による制御機能』である。」と述べ、さらに注意による認知

機能の制御（分割性）を「『 （転換性）』と『 （分配性）』に分け

た らの考え方は実生活の症状に即していてわかりやすい」と述べています。

注意を３つもしくは４つの機能に分けるほか、覚醒（覚度）や容量、処理速度を含め

る場合があり、種村・椿原（ ） ⁾は「リハビリテーションにおける注意の障害は覚
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１１ 技技法法開開発発のの背背景景とと目目的的

障害者職業総合センター職業センター（以下、「職業センター」という。）では、休

職中の高次脳機能障害者を対象とした「職場復帰支援プログラム」と就職を目指す高次

脳機能障害者を対象とした「就職支援プログラム」を実施しています。

職業センターでは、両プログラムの実施を通じて、高次脳機能障害者の自己認識の促

進、職業的課題に対処 する方法の習得及び事業主支援を目的とした技法の開発を行い、

地域障害者職業センター（以下、「地域センター」という。）などに対し、その成果の

伝達および普及を行っています。

また、高次脳機能障害の障害特性ごとの支援技法として、失語症は実践報告書№ （平

成 年３月発行）、感情コントロールは実践報告書№33（平成 年３月発行）、記憶

障害は実践報告書№ （平成 年３月発行）と実践報告書№38（令和３年３月発行）

で支援技法を開発し、報告してきました。

今回は新しい取組として、注意障害に焦点をあてた支援技法の開発を行いました。注

意機能は記憶や遂行機能といった他の認知機能の働きと密接に関連しており、より上位

の記憶機能の障害への対処に取り組んでいたもののあまり効果の出なかった受講者が、

意識的に指示に注意を向けることで覚えることができたなど、注意機能に対するアプロ

ーチが有効であるケースがしばしば見られています。

「注意はすべての認知機能の基盤である」 ⁾と言われています。ニューヨーク大学

研究所で作成された神経心理ピラミッド（図１－１）では、「より下方に位置する

神経心理学的機能が十分に働かないと、それより上方に位置する機能を十分に発揮でき

ない」 ⁾とされ、「注意力や集中力」は遂行機能や記憶、情報処理などより下部に属し、

諸活動の基盤であることが示されています。

「対処」という言葉は、障害のある認知機能を補う意味の「補完」と表記する場合があり、本開発
の過程でもグループワークの資料の一部に「補完」の言葉を用いています。しかし、ここでは職業

的課題への対処を目的としていることから、本マニュアルでは「対処」の表記を基本とします。

2

   図 １  神経心理ピラミッド
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に対する直接的な訓練課題として作成したものです。

では、前述のように４つの注意機能に属する複数の机上訓練が、それぞれ難易度

別に階層構成されており、易しい課題から行うようになっています（表１－１）。繰り

返しの反復学習が重要とされており、作業成績を記録に残し経時的に分析を行い、成績

の変化を対象者にフィードバックしています（豊倉 ） ⁾。

表 １ の訓 練 課 題

持
続
性
注
意

： 乱 数 表 から標 的 数 字 を線 で消 す

： 条 件 に合 った標 的 単 語 （ テープを再 生 して呈 示 ） に反 応 する

： から順 に 桁 の数 字 を足 し算 あるいは引 き算 する

選
択
性
注
意

： 視 覚 的 ノイズが書 き込 まれた

シートカバーを付 けての標 的 図 形 を抹 消 する

： 視 覚 的 ノイズが書 き込 まれ

たシートカバーを付 けての標 的 数 字 を抹 消 する

： 持 続 性 注 意 と同 一 の課 題 だ

が、背 景 ノイズがスキミング録 音 されている

転
換
性
注
意

秒 ごとに以 下 ～ の施 行 内 容 や標 的 行 動 が変 化 する。前 に行 っていた方 法 を抑 制

して、反 応 セットを転 換 する。

： 選 択 性 注 意 と同 じ課 題 で２ つの標 的 図 形 を

交 互 に変 更 する

： 選 択 性 注 意 と同 じ課 題 で２ つの標 的 図 形

を交 互 に変 更 する

： 偶 然 あるいは奇 数 を線 で消 す

： ２ つの数 字 ペアの足 し算 あるいは引 き算

Ⅰ： 「 」 「 」 「 」 の 語 が位 置 的 にも高

い、中 間 、低 い３ つの異 なる高 さでランダムに配 列 されている位 置 を答 える

Set dependent activity Ⅱ： 「 」 「 」 「 」 「 」 の４ 語 がラン

ダム配 列 されているシートを見 ながら、単 純 に文 字 を音 読 する作 業 と語 の字 体 すなわち

大 文 字 で書 かれているか小 文 字 で書 かれているかを答 える作 業 を交 互 に行 う

分
配
性
注
意

： 標 的 図 形 や数 の視 覚 的 抹 消 課 題 とテープ

再 生 による抹 消 課 題 を同 時 に行 う

： トランプを用 いた課 題 で、カードを 枚 ずつマーク別 に分 類 し、数 字 や絵

カードの名 称 に特 定 の文 字 が含 まれる場 合 のみ裏 返 して並 べる

文 献 「 ４ ） 高 次 脳 機 能 障 害 のリハビリテーション」 から抜 粋

醒度、持続性、選択性（集中性）、分配および処理速度に捉えることが多い」と述べて

います。また、阿部・蒲澤（ ） ⁾は、注意障害を①持続性注意の障害、②選択性注

意の障害、③注意の分配（同時処理）の障害、④注意の転換の障害、⑤注意の容量の障

害と分類しています。

なお、「処理速度」は情報を認識して一時記憶し処理することで、反応時間に反映さ

れます。注意の「容量」とは、「一度に処理できる情報の量、つまりキャパシティーの

こと」⁶⁾です。どちらも、記憶機能と密接に関わっています。

以上を踏まえ、注意機能の全体像を整理したものが図 ２になります。

図 ２ 注意機能のイメージ図（その１）

注注意意障障害害にに対対すするるリリハハビビリリテテーーシショョンンのの実実際際

注意障害に対するリハビリテーションとしては、注意機能そのものの改善を図るアプロ

ーチ、認知機能全般を賦活させるアプローチ、環境調整を含む代償的アプローチなどがあ

ります。

（（１１））注注意意機機能能そそののもものののの改改善善をを図図るるアアププロローーチチ

注意障害のリハビリテーションでよく知られているのは や軽症例用の Ⅱ

です。 ら（ ， ） ⁾ ⁾が注意の４つの機能（持続、選択、転換、分配）
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本章の最後に、 における注意とゴールマネジメントのグループ訓練の概要を紹介

します。詳細について関心のある方は参考文献 をご参照ください。

アア 対対象象者者

に通所している非進行性の脳損傷者で年齢は ～ 歳。脳外傷を負っている者

が大部分ですが脳卒中や脳炎、髄膜炎、低酸素脳症など後天性脳損傷者も対象としてい

ます。

イイ 人人数数

４～６人で構成しています。

ウウ 頻頻度度・・時時間間

週 回、通常は６セッション（６週間）実施しています。１回につき休憩を挟んで最

大２時間です。

エエ 内内容容

ほとんどのセッションに、①教育、②実践的な課題、③ホームワーク（次のセッショ

ンの準備）が設けられています。

オオ 進進行行

講義を行う者（通常は臨床心理士）は、配布資料を用意し、ホワイドボードや 枚ず

つめくるタイプの図表、パワーポイントスライドを用いてセッションを実施していま

す。

また、参加者は書記の役割を分担し、週の終わりのミーティングにおいて学習したポ

イントを他の参加者と確認して討議することで議論の内容を深めることもしています。

カカ 効効果果

効果検証のために設定されたグループの中で、注意とゴールマネジメントのプログラ

ムを受けたグループだけが、様々な遂行機能を評価する検査、例えば神経心理学的検査、

外出などの実用的用事による評価、日常生活における遂行機能の状況について確認する

ための質問紙などで優位な改善を示す結果が出ていると報告されています。

上記の に対して Ⅱは、軽症例に対する の後継バージョンとして開発さ

れています。訓練課題は より複雑で難しくなっていますが、全体のコンセプトは

を踏襲しており、４つの注意機能に属する複数の課題が用意されています。

について国内では豊倉（ ） ⁾や鹿島（ ） ⁾が実践報告をしており、注意

障害が改善する可能性があることを示しています。

また国内において 以外には、高次脳機能障害者を支援する者も活用できるように

訓練方法の詳細を盛り込んだ種村ら（ ） ）の認知リハビリテーションの訓練教材、

図やイラストを多く取り入れ家庭でも取り組むことを容易とした中島（ ） ）のリハ

ビリ問題、既存の教科学習教材ドリル（算数・数学・国語）を用いた注意トレーニング

など、複数の手法が見られています。

このうち中島のリハビリ問題を活用した久留米大学での取り組みでは、高次脳機能障

害のある男女 名に対し、３か月間の訓練を実施した結果、注意機能が改善し、日常

生活や対人関係にも好影響を及ぼしたとする報告が見られています（小野ら ） ）。

（（２２））認認知知機機能能全全般般をを賦賦活活ささせせるるアアププロローーチチ

はイギリスの医療機関において、神経心理学的リハビリテーションを実施するた

めに開設されました。参加者は脳損傷者 で、「脳損傷理解グループ」「認知グループ」

「感情マネジメントグループ」などに分かれてプログラムを実施しています。認知グル

ープでは前半は注意とゴールマネジメントについて、後半は記憶についてのグループ訓

練を実施しています。注意とゴールマネジメントの全セッションについては表１－２の

とおり整理をしています。

セッション１から４は注意機能についてのグループ訓練で、注意機能の説明、注意のマ

ネジメント方法を紹介した後に、注意機能の訓練を行います。セッション５と６は、主に

遂行機能に関するグループ訓練です。遂行機能について説明した後に、日常生活で課題と

なっていることの解決のために、目標となるゴールを設定し、その解決方法を考え実行す

るといったゴールマネジメント訓練を行っています。認知グループについて、「われわれ

は、このグループ訓練で行われる教育のほとんどが、注意に対する気づきの程度を増や

す、別な言い方をすればメタ認知のスキルを高めることになると考えている」（青木

ら ） ）と記載されています。メタ認知スキルとは、自分が認知していることを、

メタ（より高次の）視点から認知するといった意味で、自分の認知の特徴を知り、マネ

ジメントしていくことです。 のプログラムでは、グループ訓練と個別セッションを

行っているため、グループ訓練の中で生じた気づきに対し、個別セッションで理解を深

めています。

海外では高次脳機能障害ではなく、疾病原因により後天的脳損傷（ ： ）

や外傷性脳損傷（ ： ）という用語が用いられています。本マニュアルでは

「脳損傷」と記載します。
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英国 での取り組み、医歯薬出版株式会社、

表 ２ の６つのセッション（注意とゴールマネジメント）

セッション１ セッション２ セッション３ セッション４ セッション５ セッション６

教
育

① 注 意 機 能 と は

（定義）

②注意の機能

③注 意 を邪 魔 する

可能性のある要素

は何か？

④脳 損 傷 によって

注意機能に問題が

生じる典型例

⑤注意の種類

・選択的注意

・注意の持続

①注意機能と神経

解剖

②脳損傷と注意の

問題との関連

③心の黒板（ワーキ

ングメモリ） の概念

の紹介

④心 の黒 板 を使 っ

てみる

①注意のマネジメン

ト法を紹介する

・外的環境、内的環

境

・ 疲労 睡眠のコン

トロール

・関心を向けること

①注意のトレーニン

グ

・注意の持続

・注意の分配

②注 意 に関 する困

難を他者に説明す

る

・遂行機能の概

念の紹介

・遂行機能に関

する解剖 （前頭

葉）

・ ゴールマネジ

メントの枠組み

の紹介

・ ゴールマネジ

メントの第 １ 段

階

・ゴールマネ

ジメントの第

２～５段階

・心の黒板と

関連させる

実
践
的
な
課
題

・ コンピューター課

題

・周囲が話している

中 で誰 かと話 すこ

と

・ 会 話 しながらトラ

ンプカードを並べ替

えること

・ 地 図 上 に特 定 の

場 所 を見 つけるこ

と など

・ チョコレート会 社

の従 業 員 という設

定の中で、それぞれ

に役職と仕事内容

が与えられ、課題時

間中に仕事内容を

終える。

・退屈と思われるビ

デオと面白いか、少

なくとも注 意 が引

きつけられるビデオ

を視 聴 して集 中 度

に違 いがあったか

意見交換を行う。

・ ペアになって役割

を変えてロールプレ

イを行い、自分自身

の注意や集中に伴

う困 難 をペアの相

手に説明する。

・ 架 空 のシナリ

オに対して目標

となるゴールを

考える

ホ
ー
ム
ワ
ー
ク

・ 注 意 クイズ（ 様 々

な状 況 に関 連 する

簡単な質問紙が与

えられる）

騒 がしい人 々の中

にいるときに、心が

どこかに行ってしま

うと感じたことはあ

りますか？ など

・ 自 己 観 察 日 記 の

導入

・心の黒板を使った

例 を記 録 し翌 週 グ

ループ内 で報 告 す

る。

・退屈と思われる新

聞記事と興味を引

く新聞記事を読み、

集 中 度の違いやそ

れぞれの内 容 をど

のくらい記憶してい

るかを考える。

・日常生活で直

面している問題

について、ゴー

ルマネジメント

用 の用 紙 を使

用 し、目 標 とな

るゴールを決定

する

・今までにしたこ

とのない何かを

するという目標

の達成にゴール

マネジメント用の

用紙を使用する
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英国 での取り組み、医歯薬出版株式会社、

表 ２ の６つのセッション（注意とゴールマネジメント）

セッション１ セッション２ セッション３ セッション４ セッション５ セッション６

教
育

① 注 意 機 能 と は

（定義）

②注意の機能

③注 意 を邪 魔 する

可能性のある要素

は何か？

④脳 損 傷 によって

注意機能に問題が

生じる典型例

⑤注意の種類

・選択的注意

・注意の持続

①注意機能と神経

解剖

②脳損傷と注意の

問題との関連

③心の黒板（ワーキ

ングメモリ） の概念

の紹介

④心 の黒 板 を使 っ

てみる

①注意のマネジメン

ト法を紹介する

・外的環境、内的環

境

・ 疲労 睡眠のコン

トロール

・関心を向けること

①注意のトレーニン

グ

・注意の持続

・注意の分配

②注 意 に関 する困

難を他者に説明す

る

・遂行機能の概

念の紹介

・遂行機能に関

する解剖 （前頭

葉）

・ ゴールマネジ

メントの枠組み

の紹介

・ ゴールマネジ

メントの第 １ 段

階

・ゴールマネ

ジメントの第

２～５段階

・心の黒板と

関連させる

実
践
的
な
課
題

・ コンピューター課

題

・周囲が話している

中 で誰 かと話 すこ

と

・ 会 話 しながらトラ

ンプカードを並べ替

えること

・ 地 図 上 に特 定 の

場 所 を見 つけるこ

と など

・ チョコレート会 社

の従 業 員 という設

定の中で、それぞれ

に役職と仕事内容

が与えられ、課題時

間中に仕事内容を

終える。

・退屈と思われるビ

デオと面白いか、少

なくとも注 意 が引

きつけられるビデオ

を視 聴 して集 中 度

に違 いがあったか

意見交換を行う。

・ ペアになって役割

を変えてロールプレ

イを行い、自分自身

の注意や集中に伴

う困 難 をペアの相

手に説明する。

・ 架 空 のシナリ

オに対して目標

となるゴールを

考える

ホ
ー
ム
ワ
ー
ク

・ 注 意 クイズ（ 様 々

な状 況 に関 連 する

簡単な質問紙が与

えられる）

騒 がしい人 々の中

にいるときに、心が

どこかに行ってしま

うと感じたことはあ

りますか？ など

・ 自 己 観 察 日 記 の

導入

・心の黒板を使った

例 を記 録 し翌 週 グ

ループ内 で報 告 す

る。

・退屈と思われる新

聞記事と興味を引

く新聞記事を読み、

集 中 度の違いやそ

れぞれの内 容 をど

のくらい記憶してい

るかを考える。

・日常生活で直

面している問題

について、ゴー

ルマネジメント

用 の用 紙 を使

用 し、目 標 とな

るゴールを決定

する

・今までにしたこ

とのない何かを

するという目標

の達成にゴール

マネジメント用の

用紙を使用する
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